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6A-Front�
「ＪＡ長野県農産物ＰＲ協議会」発足
〜ＪＡ長野県の５連合会を会員とする「ＪＡ長野県農産物ＰＲ協議会」が発足しました〜

A-Reports�
・4等級以上比率が85％、29頭が信州プレミアム牛肉に認定！
　～第26回京都信州和牛枝肉共励会　最優秀賞１席にJA洗馬　安塚初男氏受賞～

・善光寺花回廊で信州産アルストロメリアを販売
・きのこの消費拡大には余地がある！
　〜松本山雅ＦＣホームゲームできのこ消費拡大PR～

5月3日〜5日に開催された善光寺花回廊

全 農 長 野 県 本 部 情 報 ／ グ リ ー ン レ ー ダ ー

特　集
TPP交渉における国会決議の実現を！
～都内で「長野県要請集会」「緊急国民集会」開催～



52
年
間
活
動
し
た
「
信
州
農
産
物
P
R

協
会
」
の
解
散

　

長
野
県
が
主
導
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
、

昭
和
37
年
以
降
、Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
・

長
野
県
寒
天
組
合
・
長
野
県
漁
連
等
が
会

員
と
な
り
活
動
し
て
き
た
「
信
州
農
産
物

Ｐ
Ｒ
協
会
」（
事
務
局
／
全
農
長
野
県
本

部
）
は
、
国
・
県
段
階
で
開
催
さ
れ
る
農

林
水
産
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
長
野
県
産
農
畜

産
物
と
そ
の
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
共

に
、
ま
た
地
産
地
消
や
食
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
高
度
成
長
期
に
あ
っ

た
日
本
経
済
に
支
え
ら
れ
、「
作
っ
た
も

の
を
ど
の
よ
う
に
売
る
か
」
が
求
め
ら
れ

る
中
、
同
協
会
事
業
の
位
置
づ
け
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
変
化
の
中
で
農
畜

産
物
の
販
売
も
不
安
定
な
状
況
と
な
り
、

「
売
れ
る
も
の
を
い
か
に
し
て
作
る
か
」

が
産
地
に
課
せ
ら
れ
る
時
代
と
な
る
中

で
、
県
産
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

安
全
安
心
志
向
の
高
ま
り
を
受
け
、
同

協
会
の
あ
り
方
を
昨
年
1
年
間
を
か
け

て
検
討
し
て
来
ま
し
た
。
一
方
で
、
長

野
県
の
方
針
と
し
て
、
平
成
26
年
度
よ

り
県
産
品
の
P
R
事
業
を
は
じ
め
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
事
業
は
全
て
『
お
い

し
い
信
州
ふ
ー
ど
（
風
土
）』
事
業
に
集

約
し
、
県
の
予
算
を
集
中
す
る
」
と
い

う
方
向
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
同
協
会

は
平
成
26
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
し

ま
し
た
。

県
産
農
畜
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
新

た
な
方
法

　

信
州
農
産
物
P
R
協
会
の
解
散
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
長
野
県
が
一
体
と
な
っ
て
農
畜
産
物

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
を
模
索
し
、
新
た

な
組
織
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ

Ｒ
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
は
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

高
品
質
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
農
産
物

が
生
産
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
と
生
産
者
が
一
体
と

な
っ
て
農
産
物
の
一
大
産
地
を
築
い
て
き

ま
し
た
。「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
国
産
農
畜

産
物
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
お
り
、
長
野

県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
「
食
農
教
育
」、「
地

産
地
消
」の
活
動
や
、「
食
の
安
全
・
安
心
」

へ
の
取
り
組
み
な
ど
は
、
更
に
注
目
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ

の
県
域
組
織
が
協
力
し
、
同
グ
ル
ー
プ
が

取
り
扱
う
農
産
物
・
畜
産
物
お
よ
び
そ
れ

ら
産
物
を
原
料
と
し
た
加
工
品
に
つ
い
て
、

そ
の
取
り
組
む
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
長

野
県
産
農
産
物
の
認
知
・
定
着
お
よ
び
消

費
の
拡
大
を
図
り
、
ひ
い
て
は
長
野
県
内

生
産
者
の
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
30
日
㈬
に
開
催
さ
れ
た
設
立
総
会

で
は
、
会
長
に
全
農
長
野
県
本
部
生
産
販

売
部 

沖
村
俊
彦
部
長
が
選
任
さ
れ
、
沖

村
会
長
は
挨
拶
の
中
で「
会
則
に
あ
る『
生

産
者
の
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
』
と
い

う
目
的
に
向
か
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
総
会
で
は
26

年
度
の
事
業
計
画
、
役
員
の
選
任
を
行
い
、

提
案
ど
お
り
承
認
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

会　

員　

 

Ｊ
Ａ
長
野
中
央
会
、
Ｊ
Ａ
長
野
信
連
、

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
、

Ｊ
Ａ
共
済
連
長
野

会　

長　

 

全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
長

 

沖
村
俊
彦

副
会
長　

 

Ｊ
Ａ
長
野
中
央
会
総
務
企
画
部
長 

 

武
重
正
史

あいさつをする沖村会長

「
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
」
発
足

〜
Ｊ
Ａ
長
野
県
の
５
連
合
会
を
会
員
と
す
る
「
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
〜

　
J
A
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会
と
全
農
長
野
県
本
部

は
、
4
月
21
日
㈪
に
京
都
食
肉
市
場
㈱
で
、
第
26
回
京
都
信
州
和
牛

枝
肉
共
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
肉
牛
生
産
者
に
よ
り
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
和
牛
39
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
4
等
級
以
上
比

率
が
85
％
で
あ
り
、
29
頭
が
長
野
県
独
自
の
お
い
し
さ
基
準
を
達
成

し
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
食
肉
市
場
㈱
関
係
者
か
ら
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
は
買

参
人
か
ら
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。
信
州
和
牛
も
4
等
級
以
上
比

率
が
高
い
と
い
う
認
識
だ
」
と
高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
長
野
県
の
畜
産
事
業
発
展
の
た
め
、
枝
肉
共
励

会
・
研
修
会
等
を
開
催
し
、
信
州
和
牛（
信
州
プ
レ
ミ
ア

ム
牛
肉
）
の
販
売
に
お
い
て
長
野
県
・
関
係
団
体
と
協
力

し
販
路
拡
大
に
努
力
し
て
き
ま
す
。 

（
畜
産
課
）

4
等
級
以
上
比
率
が
85
％
、

29
頭
が
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
に
認
定
！

〜
第
26
回
京
都
信
州
和
牛
枝
肉
共
励
会　

最
優
秀
賞
１
席
に
J
A
洗
馬　
安
塚
初
男
氏
受
賞
〜

主催者のあいさつをする山﨑畜産酪農部長

最優秀賞1席の枝肉

●共励会の成績
和牛去勢 平均枝重532.4kg 平均単価1,976円
和牛雌 平均枝重449.3kg 平均単価1,947円

●第26回京都信州和牛枝肉共励会　入賞者 （敬称略）
賞 ＪＡ名 生産者 種別 性別

最優秀賞１席 JA洗馬 安塚　初男 和牛 去勢
最優秀賞２席 JA信州うえだ 岡本　泰郎 和牛 去勢
優秀賞 JAみなみ信州 野神　昭三 和牛 雌
〃 JAみなみ信州 矢沢　邦登 和牛 雌
〃 JA北信州みゆき （農）美雪ファーム樋口 和牛 去勢
優良賞 JA長野八ヶ岳 津金　武幸 和牛 去勢
〃 JAみなみ信州 中田　裕康 和牛 去勢
〃 JAみなみ信州 北沢　忍 和牛 雌
〃 JA松本ハイランド アグリランド松本 和牛 去勢

酪
農
課

　
5
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰
、
東
信
地
区
と
南
信
地
区
の
8
農
場
に
お
い
て

合
計
33
頭
の
乳
牛
に
「
チ
ル
ド
受
精
卵
」
の
移
植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
、受
精
卵
は
凍
結
し
た
状
態
で
保
管
し
ま
す
が
、「
チ
ル
ド
受
精
卵
」

は
４
℃
で
温
度
管
理
さ
れ
る
た
め
、
使
用
で
き
る
時
間
に
制
約
が
あ
り
ま

す
が
、
高
い
受
胎
率（
妊
娠
す
る
確
率
）
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
昨
年
度
、
県
本
部
八
ヶ
岳
牧
場
等
で
2
回
に
わ
た
り
移
植
を
行
っ
た
結

果
で
は
、
70
〜
80
％
の
高
い
受
胎
率
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
一
般
の
酪
農
家
も
含
め
対
象
牛
を
選
抜
し
、
全
農
全
国
本
部

E
T
研
究
所（
北
海
道
）
の

獣
医
師
が
8
農
場
で
合
計
33

頭
の
乳
牛
に
受
精
卵
の
移
植

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
畜
産
酪
農
部
で
は
、
今
回

の
移
植
の
結
果
を
検
証
し
な

が
ら
、
今
後
、
チ
ル
ド
卵
移

植
を
県
内
で
定
期
的
に
実
施

す
る
た
め
の
技
術
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
受
精
卵
移
植
頭

数
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、

酪
農
家
の
所
得
の
増
加
と
優

良
和
牛
子
牛
の
生
産
に
努
め

る
計
画
で
す
。

8
農
場
33
頭
に「
チ
ル
ド
受
精
卵
」

の
移
植
作
業
を
実
施

JA長野八ヶ岳管内での移植の様子
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き
の
こ
課

米
穀
課

　
全
農
長
野
県
本
部
き
の
こ
課
は
、4
月
20
日
㈰・

26
日
㈯
の
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で

「
消
費
者
に
直
接
P
R
す
る
こ
と
で
更
な
る
き
の

こ
の
需
要
を
掘
り
起
こ
し
、
改
め
て
地
元
産
の
き

の
こ
を
食
べ
る
き
っ
か
け
に
し
て
欲
し
い
！
」
と

き
の
こ
の
消
費
拡
大
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
P
R
を
実
施
し
た
両
日
と
も
、
来
場
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
に
は
き
の
こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方
を

提
案
し
、
抽
選
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
き
の
こ

セ
ッ
ト
を
提
供
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
ス
選

手
と
両
チ
ー
ム
に
も
き
の
こ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
長
野
県
農
畜
産
物
統
一
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
信
州
力
」
も
登
場
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
さ
ん
と
写
真
撮
影
を
し
た
り
、
小
学
生
以
下
を

対
象
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
行
い
、
勝
っ
た
お
子

さ
ん
に
は
き
の
こ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な

ど
、
き
の
こ
消
費
拡
大
の
た
め
に
大
い
に
活
躍
し

ま
し
た
。

　
き
の
こ
が
ヘ
ル
シ
ー
と
い
う
こ
と
は
認
知
さ
れ

て
き
て
い
て
も
、「
ど
ん
な
料
理
に
使
え
る
の
か

を
知
ら
な
い
」「
き
の
こ
が
冷
凍
保
存
で
き
る
こ

と
を
知
ら
な
い
」
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
消
費
拡
大
の

余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部

は
、
公
益
財
団
法
人　
長
野
県
体

育
協
会
へ
長
野
米
2
・
5
ト
ン
、

信
州
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
1
0
0
箱

（
3
，
0
0
0
本
）、
ふ
る
さ
と
の

な
め
た
け
茶
漬
け
1
0
0
ケ
ー
ス

（
1
，
2
0
0
本
）
を
贈
呈
し
、

4
月
25
日
㈮
に
長
野
市
内
の
ホ
テ

ル
に
て
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

贈
呈
し
た
農
産
物
は
、
公
益
財
団

法
人　
長
野
県
体
育
協
会
加
盟
の

各
団
体
を
通
じ
て
選
手
の
皆
様
の

も
と
に
届
き
ま
す
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
本
年
で
16
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
、
各
団

体
の
選
手
は
大
会
で
素
晴
ら
し
い

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
長
野
県
の
農
産
物
が
選
手
の
皆

様
の
活
躍
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ま

た
将
来
、
小
平
奈
緒
選
手
の
よ
う

な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
輩
出
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人　

長
野
県
体
育
協
会
へ

長
野
県
農
産
物
を
贈
呈

き
の
こ
の
消
費
拡
大
に
は
余
地
が
あ
る
！

〜
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
き
の
こ
消
費
拡
大
P
R
〜

野
菜
花
き
課

野
菜
花
き
課

　
全
農
長
野
県
本
部
野
菜
花
き
課
は
、
５
月
３

日
㈯
〜
５
日
㈪
に
開
催
さ
れ
た
「
善
光
寺
花
回

廊
な
が
の
花
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
」
に
出
展
し
、

信
州
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
天
気
が
心
配
さ
れ
る
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
爽
や
か
な
５
月
の
連
休
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
勢
の
方
が
来
場
さ
れ
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
販
売
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
り
、
お
買
い
上
げ
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
美
し
い
信
州
の
花
展
示
販

売
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
、
販
売
ブ
ー
ス

の
周
り
に
は
、
県
内
産
の
色
鮮
や
か
な
ア
ル
ス

ト
ロ
メ
リ
ア
を
使
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
飾
ら

れ
、
来
場
者
は
思
い
思
い
に
鑑
賞
さ
れ
た
り
記

念
撮
影
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
出
荷
最
盛
期
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
色
と

り
ど
り
の
品
種
が
揃
い
、
ご
来
店
さ
れ
た
方
々

は
花
束
を
手
に
取
っ
て
「
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

は
花
が
長
持
ち
し
て
良
い
ね
」
な
ど
と
楽
し
そ

う
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
販
売

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
初
日
限
定
で
、
北
信
事
業
所
管
内
Ｊ

Ａ
か
ら
出
荷
さ
れ
た
ア
リ
ウ
ム
・
ブ
ル
ー
パ

フ
ュ
ー
ム
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
パ

フ
ュ
ー
ム
は
、
開
花
す
る
と
バ
ニ
ラ
の
香
り
が

す
る
花
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
元

で
は
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
珍
し
い

品
種
の
た
め
か
、「
ネ
ギ
ボ
ウ
ズ
に
似
て
い
る
」

「
本
当
に
バ
ニ
ラ
の
香
り
が
す
る
の
？
」
と
足

を
と
め
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

善
光
寺
花
回
廊
で
信
州
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
を
販
売

　
全
農
長
野
県
本
部
野
菜
花
き
課
は
、

信
州
産
の
花
を
J
A
ビ
ル（
長
野
市
）

１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る
取
り
組
み
を

試
験
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
２
月
17
日

㈪
か
ら
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
３
月
10

日
㈪
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
使
い
、
取

引
先
で
も
あ
る
ヌ
ボ
ー
生
花
店
様
か
ら

納
品
、
装
飾
ア
レ
ン
ジ
の
製
作
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
花
材
や
産
地
の
こ

だ
わ
り
、
品
種
の
紹
介
も
、
味
の
あ
る

手
書
き
P
O
P
で
あ
わ
せ
て
展
示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
主
に
、
J
A

佐
久
浅
間
・
上
伊
那
・
信
州
諏
訪
・
松

本
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
ら
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

は
主
に
J
A
北
信
州
み
ゆ
き
か
ら
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
約
１
週
間

の
展
示
期
間
で
し
た
が
、
花
の
特
長
が

生
か
さ
れ
、
時
間
が
経
っ
て
も
な
お
美

し
い
一
種
の
「
ア
ー
ト
」
の
よ
う
に
、

ビ
ル
を
訪
れ
る
人
や
働
く
人
の
目
と
心

を
潤
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
展
示
品
目
と
時
期
を
選
定

し
て
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
信
州
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
！

「どれも素敵で迷っちゃう」

アルストロメリアのモニュメント
装飾：長野県生花商業協同組合の皆さん

総務広報課 中田課長から松本山雅ＦＣ Ｕ－１８岸野監督にきのこを贈呈

ジャンケンで150人にきのこグッズをプレゼント

松本山雅ＦＣのオフィシャルマスコット「ガンズくん」と「信州力」

長野県体育協会 林理事長（左）と小林副本部長

所属団体名 種目
木曽福島少年相撲クラブ 相撲クラブ
上田西高等学校 レスリング部
飯山高等学校 スキー部
伊那西高等学校 新体操クラブ
軽井沢高等学校 アイスホッケー部
東海大学付属第三高等学校 男子バスケットボール部
佐久長聖高等学校 駅伝部
佐久長聖高等学校 スケート部
創造学園高等学校 男子バレーボール部
長野東高等学校 陸上部
長野市立長野高等学校 スケート部
東京都市大学塩尻高等学校 女子バレーボール部

寄贈団体名

アルストロメリアのアレンジ（使用花材はアルストロメリア、サンゴミズキ）チューリップのアレンジと紹介ボード
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果
実
課

総
務
広
報
課

　
共
和
園
芸
農
協
産
の
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド

を
使
っ
た
「
共
和
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
ワ
イ

ン
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
シ
ナ
ノ

ゴ
ー
ル
ド
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
ざ

わ
り
で
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

保
存
性
に
優
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

し
か
し
、
皮
が
薄
く
傷
つ
き
や
す
く
、
ま

た
完
熟
す
る
と
ツ
ル
割
れ
し
や
す
い
な
ど
、

栽
培
が
難
し
い
品
種
で
も
あ
り
ま
す
。
共

和
園
芸
農
協
は
標
高
3
7
0
メ
ー
ト
ル
と

シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
の
栽
培
に
適
し
た
環
境

で
、
同
品
種
の
特
徴
で
あ
る
美
し
い
黄
色

に
果
皮
が
色
付
き
ま
す
。

　
4
月
25
日
㈮
に
長
野
市
内
で
開
催
さ
れ

た
発
売
発
表
会
に
は
多
く
の
テ
レ
ビ
・
新

聞
の
取
材
が
あ
り
、
注
目
度
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
開
会
の
冒
頭
、
岡
澤
賢

朗
組
合
長
は
「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
は
栽
培

が
難
し
く
ロ
ス
が
出
て
し
ま
う
品
種
だ
が
、

上
手
に
利
用
し
て
付
加
価
値
を
付
け
、
販

売
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
製
造
し
た
の
は
地
元
共
和
地
区
の
㈱
西

飯
田
酒
造
店
で
、
原
料
は
共
和
産
シ
ナ
ノ

ゴ
ー
ル
ド
1
0
0
％
、
酵
母
は
共
和
産
り

ん
ご
の
花
酵
母
と
、
ま
さ
に
地
産
地
消
の

ワ
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
美
し
い
黄
金
色

の
ワ
イ
ン
は
ほ
ん
の
り
と
甘
く
渋
み
が
無

い
た
め
大
変
飲
み
や
す
く
、
様
々
な
料
理

に
合
わ
せ
て
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。
大
好
評
に
つ
き
初
回
生
産
分
は
完
売

し
ま
し
た
が
現
在
新
た
に
仕
込
み
中
で
、

7
月
よ
り
共
和
園
芸
農
協
直
売
所
で
1
本

1
，
0
8
0
円
で
追
加
販
売
さ
れ
ま
す
。

り
ん
ご
の
ワ
イ
ン
が
出
来
ま
し
た
！

〜
共
和
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
ワ
イ
ン
発
表
会
〜

　
長
野
県
産
農
畜
産
物
の
顔
と
し
て
Ｃ
Ｍ

な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
小
平
奈
緒
選
手
が
、

練
習
拠
点
を
オ
ラ
ン
ダ
に
移
す
た
め
に
４

月
25
日
㈮
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
出
発
1
週
間
前
の
4
月
18
日
㈮
、
結
城

匡
啓
コ
ー
チ
と
共
に
全
農
長
野
県
本
部
に

挨
拶
に
見
え
、
新
し
い
環
境
へ
の
期
待
を

語
り
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
先
の
女
子
プ
ロ
チ
ー

ム「
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
」（
拠
点
／

ヘ
ー
レ
ン
フ
ェ
イ
ン
）
の
指
導
者

は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て
お
り
、ま
た
、同
チ
ー

ム
に
は
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
小
平
選
手
は
「
何
が

違
う
の
か
を
肌
で
感
じ
て
き
た

い
」、
結
城
コ
ー
チ
は
「
出
来
る

だ
け
帰
国
せ
ず
に
頑
張
っ
て
欲
し

い
。
そ
し
て
帰
っ
て
き
た
と
き
に

は
ど
ん
な
練
習
を
し
て
き
た
の
か
、

反
対
に
教
え
て
ほ
し
い
」
と
語
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
髙
木
本
部
長
か

ら
は
、「
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
平
選
手
は
1
年
間
の
予
定
で
同
チ
ー

ム
と
練
習
を
共
に
し
ま
す
。
全
農
長
野
県

本
部
は
こ
れ
か
ら
も
小
平
選
手
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

小
平
奈
緒
選
手
が
練
習
拠
点
を
オ
ラ
ン
ダ
へ

酪
農
課

東
京
販
売
事
務
所

　
全
農
長
野
県
本
部
な
ど
は
、「
運
動
」

後
に
「
牛
乳
」
を
飲
む
こ
と
で
熱
中
症

予
防
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、「
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
牛
乳
を
少
し
負
荷
の
あ
る
運
動
後
に

飲
む
と
筋
力
向
上
と
血
液
量
を
増
や
す

効
果
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
発
汗
速
度

が
向
上
さ
れ
熱
中
症
予
防
に
も
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
基
調
講
演

の
講
師
に
能
勢 

博
氏（
信
州
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
）
を
招
き
、

「
運
動（
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
）+
牛
乳
」

で
熱
中
症
を
予
防
と
題
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル

速
歩
実
践
者
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
栄

養
士
、
酪
農
生
産
者
な
ど
各
分
野
の
視

点
か
ら
牛
乳
と
運
動
と
健
康
の
関
係
を

専
門
家
が
解
説
し
ま
す
。
総
合
司
会
に

S
B
C
ラ
ジ
オ「
ミ
ル
ク
マ
ガ
ジ
ン
」

で
お
な
じ
み
の
中
澤
佳
子
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
迎
え
る
ほ
か
、
県
内
各
地
の
牛

乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
試
飲
＆
試
食
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
開
催
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
は
「
牛
乳
の
日
」、
６
月

は
「
牛
乳
月
間
」
で
す
。
牛
乳
を
毎
日

飲
ん
で
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

ミ
ル
ク
マ
ガ
ジ
ン

「
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」の
お
知
ら
せ

　
全
農
長
野
県
本
部
東
京
販
売
事
務
所
は
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
関
東
地
区
の
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
、
エ
イ
ヴ
イ
、
富
士
シ
テ
ィ
オ
な
ど
の
量
販
店
、
延
べ
50
店
舗
以
上
で
販
売
促
進

員
に
よ
る
、
き
の
こ
の
試
食
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

　
き
の
こ
は
「
い
つ
も
同
じ
食
べ
方
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
意
見
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
使
い
方
次
第
で
メ
イ
ン
の
お
か
ず
に
も
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
に
も
な
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
試
食
販
売
を
通
し
て
数
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
の
春
は
各

量
販
店
で
「
き
の
こ
入
り
ニ
ラ
玉
」
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、「
ご
飯
の
お
か
ず
に
も
、
お
酒
の

お
つ
ま
み
に
も
な
る
」「
作
り
方
が
簡
単
」
と
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

人
気
が
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
「
簡
単
に
作
れ
る
」「
好
ま
れ
る
年
齢
層
が
広
い
」「
一
品
で
複
数
の

品
目
が
摂
れ
る
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
よ
う
で
す
。
試
食
宣
伝
な
ど
で
売
り
場
に
立
ち
、
直

接
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
で
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
提
案
で
消
費
拡
大
を

〜「
き
の
こ
入
り
ニ
ラ
玉
」試
食
販
売
で
好
評
〜

日時：６月１４日㈯１３:３０～１６：００
会場： ＪＡ長野県ビル アクティーホール
入場：無料
先着２５０名、定員になり次第締め切ら
せていただきます
[お問い合わせ先]
全農長野県本部酪農課
TEL.026（236）2382

写真：
左上富士シティオ、
右上エイヴイ、
左ユナイテッドベジーズ

（前列左から）髙木本部長、小平選手、結城コーチ（後列左から）湯本管理部長、真島副本部長、中田総務広報課長

やっぱ信州の牛乳でしょ
詳細はこちらをご覧ください
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TPP交渉における
国会決議の実現を！
～都内で「長野県要請集会」
 「緊急国民集会」開催～

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
妥
結
に
向
け
た
機
運
が

高
ま
る
中
、
5
月
12
日
㈪
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ

主
席
交
渉
官
会
合
が
ベ
ト
ナ
ム
で
開
催

さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
貿
易
大

臣
会
合
に
合
わ
せ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会
合

が
開
催
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
大
き
な

山
場
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
全
農
長

野
県
本
部
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ

ル
ー
プ
は
4
月
19
日
㈯
に
開
催
し
た
県

民
集
会
等
で
再
三
に
わ
た
っ
て
地
元
選

出
国
会
議
員
に
国
会
決
議
の
実
現
に
関

す
る
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
改

め
て
、5
月
14
日
㈬
に
東
京
都
内
で「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
国
会
決
議
の
実
現

を
求
め
る
長
野
県
要
請
集
会
」
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
同
日
都
内
で
行
わ
れ

た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
国
会
決
議

の
実
現
と
情
報
開
示
を
求
め
る
緊
急
国

民
集
会
」
並
び
に
デ
モ
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
長
野
県
要
請
集
会
」
は
同
日
12
時

よ
り
、都
内「
航
空
会
館
」
に
て
行
わ
れ
、

県
内
各
地
区
か
ら
生
産
者
代
表
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
役
職
員

1
0
0
名
以
上
が
集
結
し
、
県
選
出
国

会
議
員
・
同
秘
書
11
名
に
対
し
要
請
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
要
請
活
動
は
大
槻
共
通
会
長
に
よ
る

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
芳
坂
共
通
副
会
長

に
よ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
し
て
、

１
． 「
米
、
麦
、
牛
肉・豚
肉
、
乳
製
品
、

甘
味
資
源
作
物
な
ど
の
農
林
水
産

物
の
重
要
品
目
を
除
外
又
は
再
協

議
の
対
象
と
す
る
」
な
ど
と
し
た
、

衆
参
農
林
水
産
委
員
会
決
議
を
必

ず
実
現
す
る
こ
と
。

２
． 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
情
報
開
示

5/14 緊急国民集会でのガンバロー三唱14/19 大槻会長は県民集会で、国会決議を守るよう強く求めた　24/19 県民集会でのデモ行進（松本市）　35/14 全国から2,600人が集結　
45/14 県選出国会議員らに緊急要請をする芳坂副会長　55/14 長野県要請集会でのガンバロー三唱　65/14 都内でのデモ行進

　
今
年
2
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会
合
以
降
、
日
米
二
国

間
協
議
の
動
向
に
交
渉
参
加
各
国
の
注
目
が
集
ま
る
中
で
、
4
月
に
は
米
国
オ
バ
マ

大
統
領
が
来
日
し
、
日
米
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
実
務
者
及
び

閣
僚
級
協
議
が
集
中
的
に
行
わ
れ
、「
二
国
間
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
前
進
す
る

道
筋
を
特
定
し
」
両
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
に
対
し
て
「
可
能
な
限
り
早
期
に
行
動
す

る
よ
う
呼
び
か
け
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
秘
密
保
持
契
約
を
背
景
に
協
議
内
容
が
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
中
、
様
々

な
報
道
が
行
わ
れ
、
情
報
に
対
す
る
混
乱
と
不
安
や
懸
念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

を
徹
底
し
、
利
害
関
係
者
の
意
見

を
確
実
に
交
渉
過
程
に
反
映
す
る

こ
と
。

を
要
請
し
ま
し
た
。
併
せ
て
5
月
に
県

内
で
発
生
し
た
豚
流
行
性
下
痢（
Ｐ
Ｅ

Ｄ
）
に
関
し
て
、

１
．
ウ
イ
ル
ス
侵
入
経
路
の
早
期
解
明

２
． 

ワ
ク
チ
ン
の
早
期
確
保
と
適
切
な
供
給

３
．
予
防
対
策
へ
の
支
援

４
． 

発
生
し
た
生
産
者
の
経
営
へ
の
万

全
な
支
援

に
つ
い
て
緊
急
要
請
を
し
ま
し
た
。

　
更
に
会
場
の
生
産
者
代
表
か
ら
県
内

の
農
畜
産
業
の
現
状
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
も
た
ら
す
影
響
や
豚
流
行
性
下
痢

（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）の
深
刻
な
状
況
が
訴
え
ら
れ
、

県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
国
へ
の
迅

速
か
つ
的
確
な
対
応
を
働
き
か
け
る
よ

う
多
く
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
要
請
に
対
し
各
議
員
か
ら
は
、

「
県
内
産
地
の
状
況
を
改
め
て
理
解
す

る
中
、
皆
さ
ん
の
要
請
事
項
の
実
現
に

向
け
精
一
杯
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
皆
さ
ん
か
ら
の
力
強
い
支
援

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
決
意
表
明
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
長
野
県
要
請
集
会
」
に
引
き
続
き
、

同
日
14
時
30
分
か
ら
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
に
全
国
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
は
じ

め
関
係
団
体
の
2
，
6
0
0
人
が
集
結

す
る
と
と
も
に
、
自
民
党
石
破 

茂
幹

事
長
・
公
明
党
井
上
義
久
幹
事
長
は
じ

め
各
都
道
府
県
選
出
与
党
議
員
が
出
席

し
て
「
緊
急
国
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
集
会
で
は
Ｊ
Ａ
全
中
萬
歳
会
長
を

は
じ
め
、
一
次
産
業
各
団
体
や
日
本
生

協
連
な
ど
消
費
者
団
体
の
代
表
か
ら
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
国
内
農
業
に
限
ら
ず
国
土
の
保
全
、

食
の
安
全
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
全
国

民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
与
党
幹
事
長
か
ら

は
、
情
報
の
未
開
示
は
交
渉
参
加
国
間

の
約
束
事
で
あ
る
が
、
国
益
を
懸
け
て

強
い
交
渉
力
を
も
っ
て
必
ず
勝
ち
抜
く

こ
と
、
国
会
決
議
を
必
ず
守
る
こ
と
、

交
渉
の
後
支
え
と
し
て
政
府
与
党
に
対

す
る
強
い
支
持
を
得
た
い
旨
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
集
会
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
国

会
決
議
の
実
現
と
情
報
開
示
を
求
め
る

特
別
決
議
」
を
採
択
し
、
引
き
続
き
日

比
谷
公
園
か
ら
国
会
議
事
堂
を
経
由
し

て
永
田
町
ま
で
の
約
１・
７
㎞
を
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。
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な
ん
で
も
最
近
若
い
皆
さ
ん
が
車

を
買
わ
な
い
・
乗
ら
な
い
の
だ
と
か
。

金
銭
的
な
理
由
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

昔
と
の
価
値
観
の
違
い
も
あ
り
そ
う

で
す
。
業
界
も
あ
れ
や
こ
れ
や
対
策

を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
様
々
な
規
制
が
緩
和

さ
れ
れ
ば
、
若
者
だ
っ
て
安
く
車
を

持
て
る
よ
う
に
な
る
さ
。」
と
い
う

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
経
済
万
能
論
者
」
ら
し
き

人
の
話
を
脇
で
黙
っ
て
聞
い
て
い
ま

し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
物
が
安
く
な
る
こ

と
は
想
像
し
て
も
、
安
全
性
や
自
分

の
仕
事
と
収
入
へ
の
影
響
を
心
配
す

る
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
美
味
し
い
話
に
は
必
ず
裏
が
あ
る

も
の
。
田
舎
で
車
は
生
活
の
必
需
品

で
す
。
安
く
購
入
・
維
持
で
き
れ
ば

大
歓
迎
で
す
が
、
シ
ワ
寄
せ
は
ど
こ

か
に
あ
り
そ
う
で
す
。

　
順
番
が
き
た
の
で
「
自
動
車
税
は

期
日
ま
で
に
」
と
書
か
れ
た
、
軽
ト

ラ
含
め
一
家
3
台
分
の
払
い
込
み
票

を
窓
口
に
出
し
ま
し
た
。

 

（
N
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 1,171 71 114 

果 実 50 54 54 

野 菜 花 き 531 85 79 

野菜種苗センター 40 107 96 

き の こ 1,158 93 101 

営 業 327 64 102 

生 産 販 売 部 計 3,276 79 99 

包 装 資 材 348 71 50 

生 産 資 材 1,574 120 73 

農 業 機 械 556 93 81 

施 設 住 宅 97 107 44 

生 産 購 買 部 計 2,575 103 68 

畜 産 1,187 106 99 

三 岳 平 谷 牧 場 18 124 93 

SPF繁殖センター 24 96 97 

酪 農 1,098 107 104 

八 ヶ 岳 牧 場 21 97 118 

畜 産 酪 農 部 計 2,348 106 101 

燃料・ホームエネルギー 2,457 93 90 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 891 94 87 

生 活 1,007 93 86 

生 活 部 計 4,354 93 88 

Ａ・コープ事業部計 2,341 99 103 

長 野 県 本 部 計 14,895 94 90 

平成26年度4月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況

(単位:百万円,％)
6月の動き▶
総 合
企 画 部

●子会社定時株主総会
6月25日㈬　ＪＡ長野県ビル

営 農
センター

●営農指導者会議　通常総会
6月4日㈬　ＪＡ長野県ビル

生 産
販 売 部

●平成26年度　長野県青果物・花き取引会議
6月2日㈪　ホテル国際21

果 実 課

（JA長野県農産物PR協議会）
● 第9回食育推進全国大会
　～しあわせ信州食育フェスタ2014～
6月21日㈯・22日㈰長野市エムウェーブ

酪 農 課 ●ミルクマガジン「牛乳セミナー」
6月14日㈯　ＪＡ長野県ビル アクティーホール

長野販売
事 務 所

●市場若手研修会
6月17日㈫　長野県農村工業研究所

A･コープ
事 業 部

●「信州がおいしいフェア」
信州の旬の味覚が大集合
6月13日㈮～15日㈰　A・コープ店舗各店
●「父の日セール」
6月13日㈮～15日㈰　A・コープ店舗各店
15日には、日ごろのご愛顧に感謝し、店内1,000円以上お買い上げ
のお客様に「チオビタドリンク」1本プレゼント（1家族様1本限り）

●「漁港直送フレッシュ宣言」7周年
6月20日㈮～22日㈰　A・コープ店舗各店

　全農長野県本部野菜花き課は、6月9日（月）から
7月6日（日）に「ブロッコリー＆ズッキーニキャン
ペーン」を行います。
　キャンペーン内容は、量販店に設置してある応募
はがきにクイズの答えを記入して応募してもらい、
クイズに正解した方の中から抽選で合計50名様に
信州の野菜セット、信州の美味しいスイーツをプレ
ゼントします。
　ブロッコリーは長野県産への期待が高く、生産拡
大を進めている品目です。ズッキーニは長野県では
出荷量が一番伸びている品目ですが、まだ調理方法
が十分普及していません。キャンペーンにより長野
県産のブロッコリーとズッキーニを消費者の皆さん
に知っていただき、産地を意識して購入していただ
くことをねらっています。

　また、「ブロッコリー＆ズッキーニキャンペーン」
に引き続き、7月5日㈯から8月10日㈰まで「レタ
ス＆白菜キャンペーン」を予定しています。
　これからも新鮮な長野県産野菜が毎日食卓に上る
ように消費宣伝に努めてまいります。

【経理課　井出将也】
はじめまして。経理課の井出将也と申します。働
き始めたばかりでわからないことが多く、日々勉
強の連続です。一日でも早く仕事を覚え、立派な
職員になれるように頑張ります。加えて、親孝行
をすることも今の私の目標です。
社会人生活は大変ですが、県内産の農産物を食べ
て力をつけ、どんな苦難も乗り越えていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。

【米穀課　寺島ゆかり】
はじめまして、米穀課の寺島ゆかりと申します。
要領が良いほうではないのですが、少しでも早く
仕事に慣れ、人の役に立てる人材になりたいです。
それと同時に、食べることが大好きですので、県
内の美味しい農畜産物とお酒とを腹八分目、健康
に気をつけながら楽しんでいきたいと思っており
ます。よろしくお願いいたします。

「ブロッコリー＆ズッキーニキャンペーン」開催！

電話に出る速さは負けません！ 武井米穀課長とパチリ

訂正とお詫び

5月号（vol.420）におきまして、記載に誤りがありました。
読者及び関係者の皆様にご迷惑をお掛けしましたこと
をお詫びいたします。
正しくは以下の通りです。

○表紙及びP1　A-Frontタイトル
（誤） 農家組合員の経営安定と農相生産基盤の維持

に努める
（正） 農家組合員の経営安定と農業生産基盤の維持

に努める
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JA全農長野ホームページ� http://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� http://www.ja-town.com




